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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： スキャンレス４Ｄイメージング・操作顕微鏡の開発 

研 究 責 任 者 ： 杉 拓磨（広島大学） 

 

２．研究開発の目的 

生命科学・バイオ分野は光学顕微鏡を用いたイメージング技術の開発とともに発展してきた。しかし

共焦点顕微鏡を始め、既存の３Ｄイメージング用顕微鏡は空間スキャンを必要とするため、ミリ秒オー

ダーの動態を示す細胞や分子の三次元的挙動をリアルタイムに計測することは今なお容易ではない。

本課題では独自開発に成功したスキャンレスにたった１回のカメラ撮影で３Ｄ空間をイメージングする

顕微鏡を技術シーズとして、生命現象が生じる過程の細胞の三次元位置と活性をリアルタイムに追跡

する技術と細胞機能をオプトジェネティクスでシングルセル解像度に操作する技術を開発し、技術シー

ズに付加して産学共同研究に発展させる。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

研究開発代表者らの高分解能イメージング技術はリアルタイム性の問題とコストの問題を解決する

画期的技術シーズである。この技術では、スキャンすることなく３Ｄ空間全体を１回のカメラ撮影で取得

可能であり、空間スキャンのための精密稼働機器を必要としないため、価格面での優位性も極めて高

い。本研究開発では、生命現象が生じる過程をリアルタイムに４Ｄイメージング・操作する低コストの顕

微鏡を製品化するため、「三次元細胞追跡技術」と「三次元オプトジェネティクス技術」を付加したイメー

ジング顕微鏡を開発した。本研究開発から、研究開発代表者らの高分解能ライトフィールド技術は、既

存の３Ｄイメージングにリアルタイム性を付与し、それを安価に提供できる優位性をもつことが示され

た。 

 

3-2. 今後の展開  

今後は開発したスキャンレス４Ｄ計測・操作顕微鏡のハイエンド化と製品化を行うため、共同研究

や、ライセンシー・OEM 先の企業の探索を実施する予定である。 


